
　首都圏の宗教施設の総面積は、都市公園の総面積を上回ると言われている。その中で多数を占め
るお寺は、ここ港区にも多い。そしてそれらは地域に対して閉じていることが多い。その時代ごとの政
権が檀家制度（寺請制度）によって家族を単位として民衆を束ねようとした結果、多くのお寺が檀家
寺として閉鎖的に変容してきた結果ともいえる。しかし、過去において、お寺は寺子屋などの教育も
担い、とみくじの勧進などで娯楽にも寄与し、境内は半ば公園のように機能していた時代があった。
つまり広く大衆に開かれたコモンとして存在していたのだ。
　いま、人口減少や家族観の変質により、檀家が減少するお寺は将来の在り方を模索している。その
大きな方向性が「社会に開く」というものであろう。この流れは、都市にとっても大きな可能性を秘め
ているのではないだろうか。お寺が社会に開くとき、そこに現れる可能性やアイデアについて語り合
う場としたい。　（小川 真樹）　

 

第42回

M A S セ ミ ナー

日時：2026/1/24（土)
講演会：14：00～16：00 （受付 ：13：30～ ）
  場所：渋谷区神宮前2-3-18 　JIA館1F　建築家クラブ

懇親会：16：00～17：30（ワイン・つまみ付）
参加費：  講演会無料　　懇親会500円

問合せ・申し込み： JIA港地域会ホームページ 　http://www.jia-minato.jp/
　　　　　　　　または、右のQRコードからお申込みください

主催：日本建築家協会 JIA 関東甲信越支部港地域会　（代表：宮田 多津夫）

日本建築家協会（JIA）港地域会のセミナーのお知らせです。
毎回、港地域会の建築家たちがパネリストとなり、テーマに沿って考えて
いること感じていることをお話しいたします。それをきっかけにして参加さ
れる皆様と意見交換ができればという趣旨のセミナーです。どなたでも参
加できますので、皆様お誘いあわせの上どうぞお気軽にご参加ください。

開かれるお寺テーマ

【ＣＰＤ 2単位 】


